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“脳画像”を用いて、主に認知症疾患にアプローチ

これまでの足取り

1 2脳構造画像を用いた解析 タウPET解析のためのソフトウェア開発

脊髄小脳変性症2型における
側坐核の萎縮の加速

合わせて、精神科医として、大学病院、精神科救急、地域精神医療を経験(精神科専門医・精神保健指定医取得)



計算論的手法を用いた精神疾患の解明

これからやりたいこと

計算論的精神医学：
AI・数理モデル・脳画像・行動データ等を組み合わせ、
精神疾患のメカニズムの解明や、治療反応予測等を
目指す比較的新しい研究分野

・ 強化学習 ・ 予測符号化 ・ 生成モデル

・ デジタル脳 ・ デジタルフェノタイピング
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計算論的精神医学に興味がある方を探しています

今日伝えたいこと

それぞれの持つ技術や関心を元に研究計画を練り、

第2回チャレンジファンドに応募しませんか？

盤石な基盤のない挑戦的な内容になりますが、だからこそ
“従来の枠組みにとらわれない挑戦的・萌芽的研究”を、

提案できると思っています。


